
新庄河川事務所

株式会社　新庄砕石工業所

最上川中流大石田地区維持工事

○ 現場代理人 矢口昌志

1.　はじめに

　本工事は、大石田出張所管内において通常の河川維持、そして大雨・台風・土砂崩れなど自然災害

に、２４時間３６５日対応している、とても特殊な工事です。

３.　反省からの対策と決意

ご迷惑を掛けてしまったと、苦い･悔しい思いをしました。

　　　　　・そのため、重量のあるポンプ・ホースの運搬設置に時間を要した。

係長に「今回は大丈夫？」と心配される始末でした。自分自身の力のなさを痛感し、すべての方に

の方にご迷惑と心配を掛けてしまい、その後の重要水防合同巡視（ポンプ車訓練実施）の際、技術

　忘れられないことは、以前発生した大雨出水時に排水ポンプ車で出動したときのことです。

地域の方の力になろうとしたのに、水を汲み上げるまで２時間以上かかってしまい、地域の方々に

不安な思いをさせてしまったことがあります。私たちが行くまでの間、排水作業をしていた消防団

２．災害時の苦い思い出

対策１: 出水期（６月～１０月）に合わせ毎月１回、訓練を実施する。

要因２： 本社との連携が滞り、適材適所となる人員配置がスムーズではなかった。

　　　　　・特に夜間での作業となり、暗闇での機械操作に手間取った。

要因１： 年１回の訓練では、操作方法などの周知が全員に行き届かない。

　くみ上げまで４０分以内！失われた自信と信頼を取り戻す！

そもそもなぜ、２時間かかってしまったのか?

対策３： サポートメンバーを養成し、各自の作業負担を減らす。

対策４： 夜間作業もスムーズに行えるように夜間訓練も実施する。
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この要因に対し、時間を短縮するための対策を社内検討しました。

さらに会社として目標を定め、決意表明を行いました。

対策２： 臨機に対応できる人選を行い、会社組織としてのバックアップ体制を再構築する。



４．対策の実行

１） 営業部長、管理部長と本社バックアップ体制の協議 操作員の確認

　　

２） ポンプ車訓練の実施

３）夜間ポンプ車訓練の実施

４）改善の提案

らは、夜間照明の準備と配置場所の提案、さらに「ポンプが

成や、操作スイッチにテプラで説明を貼りました。作業員か

　対策を実行する中で、「簡単な操作方法マニュアル」の作

浸透し、PDCAサイクルが回り始めたことが実感できました。

　「失われた自信と信頼を取り戻す！」という決意が全員に

出張所に相談し、対応してもらいました。

積極的に出された。又、自分たちに出来ないことは大石田

重いのでキャスターを取り付けたい」等の改善アイデアが

作業性の向上↑



５．<9.11 宮城豪雨>大崎・渋井川の堤防決壊への災害派遣

☆　時系列一覧（Ｈ２７．９．１１）

①出動車両：排水ポンプ車（２４－４２５１・２５－４２５３）2台、

　　　　　　　　  2.9t吊ユニック車 2台、ワンボックスカー 2台、ライトバン 2台

　　　　　　　　　（班構成:一般世話役 1名､一般運転手 3名､普通作業員 3名）

９：５５　　出動要請（指示者：大石田出張所 技術係長）を受け、本社へ連絡･調整。

②出動人員：２班(１班:２４－４２５１､２班:２５－４２５３)計１４名

１０：２０　　本社より手配完了の連絡



改善を怠らず、成長を続けることで、地域生活を守る存在に私たちはなります。

１５：３５　中島排水樋管に到着、排水準備作業開始

１５：５４　排水作業開始（排水ポンプ１本目）

汲み上げ時間：１９分（排水ポンプ１本目汲み上げ開始）目標時間を大きく上回った！

大崎・渋井川の堤防決壊という大規模災害では、私たちの力は微力でしたが、訓練した成果で、くみ

上げまで４０分以内を達成することができました。このことに全員が大きな自信を持つことができ、操作

　大石田維持工事は、他の建設業とは違い、形に残らない仕事かもしれません。しかし、災害時復旧

活動等、地域には欠かせない存在である、ということを私たちは誇りに思っています。今後も、検証・

普段の「安全活動」にも影響し、各自の安全意識の向上に繋がっています。

６．成長の軌跡

１６：２２　　　　 〃 　　　（排水ポンプ４本目 最終）

１２：２５　出動指示（指示者：大石田出張所 技術係長）

員及び私自身も、成長を感じることができました。それは、PDCAサイクルの確立、改善や、工夫など、

１１：３０　災害対策車ステーションに集合完了、出動準備。


